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1n the previous paper， the auther reported the theory of the Chain Construction 
with Elastic Joints from the resu1ts of the experimental study on the Sandwich 
curtain Wall. It was shown that the theory could be applied to the wall with 
c10se approximation in its vertical direction. From the resu1ts of the other 
experimental study， itwas shown that the theory could be applied to every con-
struction with elastic joints (Chain Plate). 
The present paper shows that this theory could be applied to the new Bui1ding 
Element consisted of slab unit and ceiling unit， by the experimental study on 
this Bui1ding Element. And the approach to the limit analysis on the Bui1ding 
Element are found to be possible， as the result of an experiment on the element 
with special joints. 
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1 前がき 箱型梁となることを利用して，中空部を空調グクト等
に利用するとともに，従来強度を持たせなかった天井
筆者はさきに，同材で構成されている軟節板につい 部にも，箱型梁の一部としての曲げ，勢断および擦り
て，その長辺ん:短辺んを変化させた場合の各々に 強度を分担させることなどで，建築の軽量化および建
ついての境曲面を実験から求めて，その性質を調べ 築のプレハブ化を計り，新しい Bui1dingElementを
た1)ところ次のことがわかった。すなわち， 試作するもので、あるO
i. 長辺方向の軟節線の境曲線は相似である。 また，この Unitを接合して構成される軟節床板に
i. 軟節線の境曲線はん:んに関係なく相似であ ついて明解な応力解折ができる接合具を考案し，これ
る。 を用いて軟節板に聖性解析を導入するものである。
また，異種の材料で構成されている同大の軟節板に
ついて， それぞれの剛性の比によって， ん方向の携
曲線の変化を実験から調べた2)。
本論文では，これらの補足実験を兼ねて，軟節板の
Bui1ding Elementえの応用として，床板と天井とが
一体となったものを取上げた。 UrethaneFoamをこ
れの製造工程で，中空部分の成形工程に使用し，完成
後には，これが断熱保温の性能を果たせることをねら
った。また強度上は，床部と天井部とが一体となった
普建築学科
2試験体
この Bui1dingElementとして，断面が図 1に示す
コシ乃ート待合兵
(<1) ( b) 
図 1 図 2
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2種で長さは各々 3mの試験体を選び，これをビ‘ルト
ン使用の軽量コンクリート造 (C:W: S: G =1:0.61: 
2.88: 1. 77)として写真 1および2のように製造した。
図 1(b)の試験体は写真2でわかるごとく Urethane
Foamの中に外径60mmの塩ビパイプ2本を通し，床板
部および天井部にはクリンプ金鋼(線佳 2mm，鋼Fl25
mm)を用いた。
写真 (b) (c) 
(a) ??
(c) (d) 
写真 2 
凶4に示す模型試験体を，表 1に示す厚さの鋼板を
用いこれを同じ寸法 (1 mmX24mm)のアク リライト で
接合して 4種製作した。これらの抑性的諸性質を求め
て同表に示す。ここに ( )内の佑はE= 2100000kg / 
cm2， G = 810000k~/cm2とした計算を示す。
斗C
l= 3 
?
? ?
?
? ? ? ? ?
?
? ?
?『??
、??? ?
????
+0 サC +8 →A 
E 」4 斗5 4 Z o 
+ 斗 + 
-十 -斗~ すー → みー，/ 0 ・+
5' 3' ;z， 
+ 105" 斗 104- + 101 +ー10Z 斗 181lo+ o
+ 十ー 寸 十ー .， ， 十
105 I 104-' 103' lOz.1 101 100' 
zoo 
+zo. +2o ~ ーl- Z03 ..202. -'-101 斗
ー-160，IOD 
1-- ----3000 
J'i'J"t時本fiI
図 3
町三/アクlノバト IXZ牛
十 一 I~Ç)( 5" -.J 
-ー，ー
ートー ー ト ←一 ト
← ト
ト ー ト t-
. ト
lI) 
ー
5 
付
一
Z 6 
ー ー 3 ー ワ
ト 千 ト 8
図 4
3 B. E. Unitを使用した軟節床板の実験
3・1 実験結果
写真1の B.E. Unitを写真 3(a)の上に(b)の虫!Jく列
べて図 2の方法で (写真 3(c))接合L，図3の ・印16
1判所に同時に等大和j重がかかるように，写真 3(d;のよ
うに反力フレームを用いて油j王で'1J!l圧し，図3の+印
34例所の撹みを計測 (写真 3(e)(f))する実験をくり返
し3回おこなったところ，各}¥'.(の焼みは直線的に増加
した。
研究では， 焼山耐を定性的に IU，'~ベる目的なので，
残留子~の大きい初回の実験を除き 2 回目と 3 回 H と
の実測値の平均値を用いて荷量挽みrl1線を示せば|量 5
となる。
3・2 実験結果に関する考察
凶5より とP=0.72一→2.15tに応ずる各}，'.i¥の挽み
の用分を用いてt1e!1J1線を示せば，仰性方向および剛材
鎖ブj(.'Jについてはそれぞれ図 6および図 7となる。
( i) 図6によれば，抑性方向の焼山線はほぼ対称
となり ， 軟節線 O ~ 5 ， 0 /~ 5 / ， 100~105， 100'~ 
105'， 200~205， 200' ~205' の各焼山線の形はほぼ相
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似であり， しかも (4点の境み九)/(3 .'.¥の焼みむ)
=1.59となり，これは単純梁のl尭曲線についての対応
表
体 | t (mm) I EI(kgcm2) 試 |倹 t3G(kgcm) 
試 休 16 (8803) (3135) 
付i 30 3.16 (71778) (25559) 
試 {~~ 50 4.94 (274260) (97649) 
試 イ本 60 6.11 (518910) (184760) 
する値1.61にほぼ等しし、。
(ii) 1叫7から，岡IJ材鎖方向の焼山線の形は軟節剛
材鎖理論に従う焼山線の形となるO
(ii) 図3の接合法が不完全であったので，図7の
各接合部には oから最大0.15mm(その挽みの平均値
の約50%)の明断ずれがあった。なおこのずれの大き
さは，現断力の小さい中央部に至るに従って小さく殆
んどOとなった。
4 模型軟軟節板の実験
4・1 実験結果
軟節板について，板厚と接合部 (軟節部〉の回転剛
性(軟節曲げ率S)との関係が焼曲面におよぼす影響
を調べる目的で，民14に示す軟節板 (表 1の4種の試
験体〉を周辺支持し，同図の+印32点に等大荷重が同
H寺に加わるように写真5の方法で，工;PをOより始め
(a) 
?? ??
写真 4 
て0.5kgずつ増加して，TnJ重点 (1 "' 8点〉の挽みを
実測する実験を連続 3..5回繰返しておこなった。こ
の結果毎回の荷重挽み曲線は傾きの等しい直線となり
毎回ほぼ一致し，残留査も初回を|玲き殆んど Oに近い
値となったロ撹曲面の性質を定性的に調べる目 的 の
ため，初回の実験値を捨てて 2回同および3回目の
実験のしかもとP= 1.0kg→5.0kgに応す、る増分娩みの
それぞれ平均値に基づいて考察することとし，それ等
の値を表2に示すO
4・2 実験結果に関する考察
j尭山田の性質を調べる目的で，表2でとP=3.5kg 
の場合 (すなわちL:Pが2.5kgの増加に応ずる各点の
境み〉を求めれば表 3となり，これを|司 8に示す。軟
S (kgcm) I t3GR(kgcm) EI/Sムo t3G/t3Gn 
??????
?????
1074 11.86 I 2.916 
1074 
1074 
1074 
96.67 23.798 
369.37 90.921 
698.87 172.030 
試体 16
タ 30
1 。 50
~ 60 
。 16
。 30
2 
~ 
タ
~ 
~ 
3 。 50
。 60
表2 2回目と 3回目の実測値の平均 (14m)
荷重工 P (kg) 
ト1.5 I2.0 I 2.5 ¥ 3.0~~J~土i三吐竺
o I 0.145 I 0.285 I 0.415 I 0.560 I 0.695 
9 
o I 0.063 I 0.128 I 0.193 I 0.258 I 0.320 I 0.390 I 0.453 I 0.515 
o I 0.023 I 0.045 ¥ 0.070 I 0.090 I 0.113 I 0.140 I 0.158 I 0.183 
O I 0.017I 0.033 I 0.047 I 0.063 I 0.080 I0.095 I 0.]10 I 0.127 
o I 0.130 I 0.260 I 0.390 I 0.520 I 0.650 I - I ー|
o I 0.058 I 0.115 I 0.175 I 0.230 I 0.290 I 0.353 I 0.410 I 0.465 
o I 0.020 I 0.040 I 0.063 I 0.080 I 0.108 I 0.123 I 0.145 I 0.170 
o I 0.015 I 0.029 I 0.045 I 0.058 I 0.074 I 0.088 I 0.104 I 0.119 
o I 0.100 I 0.205 I 0.305 I 0.405 I 0.500 I - I - I ー
o I 0.043 I 0.088 I 0.133 I 0.175 I 0.223 I 0.273 I 0.315 I 0.360 
o I 0.013 I 0.030 I 0.048 I 0.060 I 0.075 I 0.095 I 0.113 I 0.133 
o I 0.012 I 0.022 I 0.033 I 0.045 I 0.058 I 0.069 I 0.078 I 0.090 
o I 0.065 I 0.130 I 0.190 I 0.250 I 0.310 I - I - I タ 16
4 
。 30
~ 50 
~ 60 
5 
タ 16
~ 30 
~ 50 
。 60
o I 0.023 I 0.053 I 0.078 I 0.100 I 0.128 I 0.155 I 0.180 I 0.203 
o I 0.008 I 0.018 I 0.030 I 0.038 I 0.048 I 0.060 I 0.070 I 0.083 
0I 0.010 I 0.014 I 0.024 I 0.030 I 0.0却 I0.047 I 0.056 I 0.062 
o I 0.095 I 0.185 I 0.280 I 0.370 I 0.470 I - I 一|
o I 0.038 I 0.080 I 0.120 I 0.160 I 0.200 I 0.243 I 0.283 I 0.323 
o I 0.013 I 0.028 I 0.045 I 0.058 I 0.073 I 0.090 ¥ 0.105 ¥ 0.123 
o I 0.012 I 0.022 I 0.034 I 0.043 I 0.054 I 0.064 I 0.076 I 0.087 
o I 0.090 I 0.190 I 0 280 I 0.370 I 0.465 I - I - I 
6 
タ 16
~ 30 
~ 50 
~ 60 
o I 0.040 I 0.075 I 0.115 I 0.150 I 0.189 I 0.230 I 0.263 I 0.300 
o I 0.013 I 0.025 I 0.040 I 0.053 I 0.063 I 0.083 I 0.100 I 0.115 
o I 0.010 I 0.020 I 0.032 I 0.042 I 0.052 I 0.062 I 0.071 I 0.082 
タ 16
タ 30
7 
~ 
~ 
~ 
~ 
8 
タ 50
~ 60 
:i:i:;i:;i::i:;i 。〕O-iO-
50 
60 
?????
??
? ??????
0.025 
0.017 
0.035 
0.025 
0.055 
0.040 
0.078 
0.058 
0.068 
0.049 
0.043 
0.033 
0.200 
0.065 
16 
30 
? ?? ???????
0.150 
0.050 
0.250 
0.083 
0.100 
0.033 0.103 0.120 0.015 
0.088 
0.067 
0.133 
:l:l::l:l:;[;:;l:;:l:l: 
10 
節線 1~4 および 5~8 の性状を調べる目的で，試体
60:試体50，30， 16を計算して表3に，またこれを図
示して図9に示す口これによれば次のことがし、える。
( i ) 各試体について，相互に対応する軟節線の擁
曲線は板厚に関係なく相似であり，その相似比の平均
は，試体60:タ50:/，.-30: /"-16= 1 :1.4:3.2:9.0 
(ii) 各試体とも， 軟節線 1~4 と 5~8 の携曲線
は互いにほぼ相似と見倣せる。また等分布荷重を受け
る単純梁の携曲線と比較すると，単純梁の携み
む=ー 竺ι(s3ー 2sx2十が〉
24EI 
-・・・・・・・・(1)
を用いて，計測点 1~4 の携み Òl~Ò4 はそれぞれ
n7'/.I4 'nTtJ4. 、
=ー竺竺-・ 2，772， O2= ~:竺-・ 2.445， I 216EI ~，..~， 'U 216EI _--， 
.../J4 ...i?4 
68=J2-・1.824， O4 = ~~三一・ 0.976 I 216EI ~ .~~~，... 216EI - _. - J
・・・・・(2)
となり(2)式の比を求めて表3に示す。また各試験体に
対するこれの比を計算して表3に示し，これを図示す
れば閃10となるo これによれば，さきの考察より軟節
線 1~4 と 5~8 とについての曲線は両者が相似であ
ると考えられるので， (1. 5)， (2.6)， (3，7)， 
表3 L;Pが2.5kgの増分に応ずる携および民曲線比
計測点 l種 別|
(mm)1 
j需みの実測値 | 
1 
2 
3 
4 
5 
試体60との比 l 
単純梁との比 | 
挽みの実測値 | 
試体60との比
単純梁との比
撹みの実測値
試体60との比
単純梁との比
境みの実測値
試体60との比
単純梁との比
操みの実測値
試体60との比
単純梁との比
試体 16
0.73 
9.13 
7.4 
0.65 
8.78 
3.6 
0.50 
8.62 
2.1 
0.31 
8.16 
1.1 
0.47 
8.7 
7.1 
携みの実測値 o 47 I 
6 
7 
6 
試体60との比
単純梁との比
操みの実測値
試体60との比
単純梁との比
携みの実測値
試体60との比
単純梁との比
9.4 
3.9 
0.41 
9.76 
2.4 
0.25 
9.26 
1.3 
試体 30
0.32 
4.00 
3.3 
0.29 
3.92 
1.6 
0.22 
3.79 
0.92 
0.13 
3.42 
0.46 
0.20 
3.7 
3.0 
0.19 
3.8 
1.6 
0.15 
3.57 
0.88 
0.088 
3.26 
0.44 
試体 50
0.12 
1.50 
1.2 
0.11 
1.49 
0.61 
0.088 
1.43 
1.2 
0.070 
1.4 
0.58 
0.058 
1.38 
0.34 
0.035 
1.30 
0.18 
試体 60 I等分荷重の単純梁
0.08 I0.098 
0.82 1 
0.074 I 0.18 
1 
0.41 
0.058 
1 
0.24 
0.038 
1 
0.14 
1 
0.82 
0.050 
1 
0.42 
0.042 
1 
0.25 
0.027 
1 
0.14 
1 
0.24 
1 
0.28 
1 
1 
1 
1 
1 
0.4 
O.f. 
0.2. 
11 
百トぎ
a岬
~ 
~ 
4トヤ
意
書Z
2t~ ノ
一 -i計t;淘海測目骨刷'1
斗 2
1.5主、
6トぢ ¥ 
O)I-
4争
4卜長 E・4主 」
ム ー~
Zト古川一一一-
4.8長・一一一-一・
Z 今 6
一一純手{川
図 11
ヮ ?
?
?
??
?
?
? ，
??、 ?
?
?
図 10
; (4，8〉の平均 づいてくる口
値を求めれば表
_4- 3 
Y ワ
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図 9
激に増大する。 (1司10)
(i) 図11より試体の板厚が厚くなるに従い，各計
測点の比の値は小さく，すなわち単純梁の焼山線に近
。
一，ー い4長-"-5-g要
。「 ぜ一一-"一一一句
8 ~判 ，.s r 一一一〉可
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zト平均l・斗 誌イ幸5'0/'1者伶'0
';=II=l=量
O 
2 
6 
4となり，これ
を図11に示す。
これらのことか
ら次のことがわ
かるO
????
?
( i ) 各軟節
板の軟節線の境
曲線は，等分布
荷重を受ける単
純梁の境曲線に
くらべると，
Span中央部に
到るに従って急
5 軟節粧の塑性解析えの導入
5 • 1 軟節部の全塑性モーメント
ここでは，写真3(c)に示す接合部を図2のようにコ
ンクリートで造れこれを挟んで弾性板相互をBoltで
締付ける構法によることとした。
この接合部の性質を調べる目的で写真6の試験体を
作り，これを|君12の4点支持方法による曲げ実験をお
こなった結果，撹み及び歪は同図のようにほぼ直線的
に変化した。しかし荷重の増大に従い歪の増加が止り
最後に降伏した口このことは， Boltが境みの増大と共
に曲げ抵抗をして，しかる後降伏したものと考えられ
る口この場合も境みは直線的に増加した
この実験結果を考慮、して図13に従い応力解析をおこ
なうこととする。
図13:c)のごとく，曲げモーメントMにより片側がそ
表 4
種 別(記号[試体 16 I試体 30 I試体 50 I試体 60
1.5 の平均値 7.3 3.2 (7.1) 1.2 (6.3) 0.82(6.0) 
ク よ七 ① 8.9 3.9 1.5 1 
2.4 の平均値 3.8 1.6 (3.6) 0.42(3.0) 
タ 上七 ① 9.0 3.8 1.4 1 
3.7 の平均値 2.3 0.90(2) 0.36(1.9) 0.25(1.8) 
イシ 比 ① 9.2 3.6 1.4 1 
4.8 の平均値 1.2 0.45(1) 0.19(1) 0.14(1) 
タ 比 ④ 8.6 3.2 1.4 1 
①①①の平均値 9.0 3 8 1.4 1 
①①①①の平均値 8.9 3.6 1.1 1 
( )内は各試体毎， ， 4.8点を基準にした場合の値
12 
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凶 13
れぞれJ2ずつ廻転すると仮定して，鉄筋に生ずる応
力を求めれば，
( i) Boltの水平変位より，
三~= R~tan~cos一生 = R~sin~一・2 2 -- 2 2 ' 
εー ム C_ 2R2_' ゆ一一 一 一 、‘・， --C C -.. 2 
dt=Eε-2R2E !':inφ-一 一 一C 一一 2 ' 
向 =dt'at= 2R2竪ιin一色C 一一 2 
???
?
、
???
????
? 、
??????
(ii) Boltの鉛直変位より，
Bol叶 び部分子 はその先端に生ずる内力Qvこよ
り汁持梁の変位をするものとすれば，
ー/ムC¥3
ム C九時 φ¥2) 
一 … 一 一
2 2 3EIt 
?? ?
(3)と(5)より
3ElttanL 
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図13(d)より，両側の弾性板の釣合条件の一般式を求め
れば，鉛直方向の釣合より，
σJAjsinXj一σ作一ゆ4)叫 2-tJ.I1JAJc叫
ベーん一ゅうト)cosX2=一Q+q，
...(7-1) 
山 f叫 j-d2'(A2ー ゆ4)叫 2
一μσ/Aj∞sXjベーA2ーゅ手)∞sX2
?
?
? ?
? ??????= Q -P +q'. 
水平方向の釣合より，
引4州山A九勾1ρC∞叫O凶s
+村切切μ州σ1州A九何l舟s叫i叫nX仏丸1一μ2(A2 ー ゅ3一)叫2
=σtat， -・・・・・・・(8-1)
引刷山'A川九JC∞O凶叫s
+判付切仇μ州1dσ町1f叫 1一μ的叫ベσ内げ叫2d'(A2ん一巾;千~)s叫 2
二 dt'at. -・・・・・(8-2)
(7-1)+(8-1)より，
σjAj {(sinXj+cosXj)+μ(sinXj-cosXj)} 
???
?
?
?
?
?
?
?
???
?
?
， ， ? ? ? ??
? 』
??
、 、 、 ，
?， ?
? ?
?
?
? ?
?
?
?
?
?
?
??
?
?。 ?
??
?
?
?
? 、
?
????
= -Q+ q +l1tat， 
(7-1)一(8-1)より，
111A1 {(sinX1ーcosX1)一μ(sinX1+cosX1)} 
叫んー出会){ー (sinX2+ cosX2) 
-・・(9-1)
+μ(sinX2ー cosX2)}
= -Q+ q -l1tat. 
(7 -2) + (8-2)より，
11/ A1 {(sinX1 +cosX1) +μ(sinX1 -cosX1) } 
ベA2-r2b ~ )ト叫ーωsX2)
一μ(sinX2+cosX2)}= Q -p +q'+I1/at， 
・(10-1)
-・・・・ (9-2)
(7-2)一(8-2)より，
1' 1A1 {(sinX1 -cosX1)一μ(sinX1+cosX1)}
十のい-ゅζ-){一(叫2+∞sX2)
+μ(sinX2 -cosX2)} = Q -p十q'-11t'at. 
・(10-2)
β1+J3=XI， β2-JZ=Xh ??? ?
、
?
『?
〉
??
， ， ，α1r1b=Ahα2r2b=A2. 
曲げモーメントの釣合より，
(nφφ¥C+ムCtat( R， -R2sin~tan~ 1+ q ~一一一一一¥ム“ 2 2 J 
+μ11α1ゆ +μ2(α2-会)r2b=M，
・・・(12-1)
l1/alR， -R2sin-.Ltan~ )+n'豆土全宣
¥2 2 /'""1 2 
+切μ州阿附1Jμ仰r匂α
=乱M+ムMι ….い.…..….(12一2の〉
(D D ~:_ o φ¥ (1/ -l1t) a2( R1 -Rzsin一一'--tan~) 
¥ 2 2 / 
/C+ムC¥ +(q' -q)ト '-2~'-')+(σl' -111)μr12b 
+而(伊仇σ内11{卜-q一→d刈α的2一」ζ~)r巧ぜ作2♂2
仮定により仇，ムM=Oとすれば，
σt'=l1t， q'= q，σ/=111> 1&，=112' ・H ・.(1品
(12)式に，性)式及び(6)式を代入してφをMの函数で求め
ることヵ:で、きる O
実用近似計算法:
13 
接合具の完全密着は極めて困難であるので，これを
考慮に入れれば簡単となる O すなわち，努断力が反転
する(曲げモーメントの大きな個所〕個所と反転しな
い個所とに分けて釣合を考えれば良し、。
勇断力が反転する個所では， (9)式に111=11{=0を代
入して
1tat 
σ2=σ2' A.、
(A2ー ゆす)(側X2ー μsinX2)
.....(15) 
勇断力が反転しない個所では， (ω式に 111=0を，
(10-1)式に 11{=0を，代入して
I1tat 
12=ァ一一一一ー スー 一一一 一一一←一一一一
(A2ー ゆ引いosX2ー 畑山
・ (16-1)
11/= 1t'at 
A1(coSX1+μsinX1) . 
-・・・・ (16-2)
ゆえに勇断力が反転する個所では， (12-1)， (12-2) 
式共 σ1=σ/=0 および(15)式を代入すればよく，勇断
力が反転しない個所では (12-1)式に 111=0および
(16-1)式を代入し， (12-2)式には σ2=0および
(16-2)式を代入すれば， 両者の接合的山、てJ2
をMの函数で表わすことができるD
しかし図12の実験結果によれば， atjCが小さくな
るに従って鋼の Stress-strainDiagramを図12から
図14のように考えられて，鋼の主性変形により軟節部
?
「 ??
? ?
?
?
??
?
? ? ? ? ? ?
〔乱J Cb) 
図 14
(C) 
にPlasticHingeが生じて，軟節板の崩壊を誘発させ
るものと仮定できるo I1tが l1y.PとなったときのMの
限界値をMoとすれば， Moは軟節部の全塑性モーメン
トであり，今近似的に
Mß=~t+R12ØE 
2 
-・・・・ (1引
とし， Mが(1司式のMoの値に達すると， Moを保ちなが
ら回転角φが増大し(b)図の関係となる口
5・2 軟節剛材鎖の崩壊
図15(a)の軟節剛材鎖の曲げモーメント図は(b)図とな
り，これの崩壊機構は(d)図であることは明らかだか
14 
←A(+A(斗 4(斗-4(.斗 4L→((.1)
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吋吐ーノ
と吐L~ 的
図 15
ら仮想仕事により安全率Sを求めれば，
2ベ(否bP.?+否SPム)=叫
一 1.1' S=一一~ー ………附
3Pム8
となり，このときの曲げモーメント図は(c)図となるG
5・3 軟節棋の崩壊
図16において，この
軟節板の崩壊機構を次
の過程で考えることが
できるo
( i) 単位軟節板C
D'D'C' の11部の曲
げそーメントの値がそ
の全塑性モーメントに
達しその部に Plastic
A D D A 
A' IL i，!Iど2. 12 
ol1. i. Ic' 
a.<t 
p' 1 1， 1. I IC' 
z z A' 1 1， L n Is' 
B C C B 
図 16
Hingeが生じてその軟節板が崩壊する口
(ii)単位弾性板DCCDはしし 1，1で、図れた
部分で曲げモーメントの値がその全産性モーメントの
値に達し，その部にPlasticHingeが生じて単位弾性
板は崩壊する。この場合単位弾性板ABCDも崩壊す
るo
(ii) 単位軟節板A'D'C'B'が12部で、その全塑性
モーメントの値に達し，その部に PlasticHingeが生
じて単位軟節板が崩壊し，ここでこの軟節板は崩壊す
るO
ただしい〉→(ii)の順序をたどるかどうかは，弾
性板と軟節板のそれぞれの全産性モーメントの関係，
軟節板の形状および荷重状態によるものである。
6むすび
( i ) 実物実験では，弾性方向(軟節線)の境曲線は
ほぼ相似であり，これは模型実験からも確められた。
(ii) 模型実験によれば，各試体の軟節部の剛性が
等しければ，軟節線の境曲線は板厚に関係なくほぼ相
似となるo
(ii) 実物実験では，弾性方向(軟節線)の携曲線は
単純梁の携曲線にほぼ等しいが，模型実験によれば，
板厚が薄くなると相違してくる口
(iv) 実物実験では，接合部に爵断ず、れがあったが
これは，軟節部の施工欠院によるものであるととも
に，軟節部以外の接合部には勇断抵抗が無いためで、あ
った。
(v) 実物実験では，剛材鎖方向の境曲線の形は軟
節剛材鎖理論による境曲線となった。
(vi) 周辺支持の軟節板の PlasticHingeはまず剛
材鎖方向の軟節部に発生して，これが弾性板にうつ
り，次に隣接の剛材鎖方向の軟節部にうつって，軟節
板は崩壊するものと考える。
(vii) しかしこの崩壊機構は， 軟節板の形状，弾
性板の全藍性モーメントと軟節部の全藍性モーメント
の値の相互関係および荷重状態にも関係するものと考
えられる。
本実験については，土田技官の労に負うところが多
大であった。また本実物実験に関しては，さらに卒論
学生諸君の労に負うところが大きかった。ここに感謝
致します。
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